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今回の内容

「冬野菜の絵手紙で地域の人に情報発信」
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1 趣 旨
本単元 「冬野菜を育てよう」では,夏 野菜を育てた経験を基に,冬 野菜作りに挑戦し,育 て方や

野菜の生きる工夫 (生命力)な どに気付くとともに,友 達と協力して元気な野菜を育て,収 穫を喜

び合うことができることを目指している。さらに,冬 の自然や生活の学習との関連を図ることで,

厳 しい寒さの中を生き抜く冬野菜特有の生きる力や知恵に迫らせたいと考えた。

このようなねらいに迫るために,栽 培活動を軸に,振 り返り学習を行いながら気付きを確かなも

のにしていくようにした。さらに,本 単元の中での振り返りだけにとどまらず, 1年 の 「アサガオ

の栽培」2年 生 1学期の 「夏野菜の栽培」の学習も含めた大きな学習の中での振り返り学習を大切

にした。

また,友 達と協力して野菜の世話をし,共 に学習をすることや,絵 手紙により家族や地域の人

に冬野菜のことを知らせたりすることで,「人とのかかわり」も大切にしたいと考えた。

子どもたちは,絵 手紙をかくことで,冬 野菜に対する観察力を高めたり,認 識を深めたりするだ

けでなく,相 手に応じて,手 紙の内容を考えたり,適 切な言葉を選んだりする力を身につけること

もできる。さらに,絵 手紙を発信することで,地 域の人たちに小学校の様子や活動内容などを知っ

ていただく良い機会になると考えた。

提案の主張点
)冬 野菜の観察を通して,冬 の季節感を

夏野菜と比べることで,冬 野菜が冬の寒い環境の中で生きていく工夫をしていることに気付く

ことができる。冬は,夏 と比べて土や太陽の光などのいろいろな自然環境が違い,そ の環境に適

応して冬野菜が育つ。その冬野菜を育て観察する中で,命 (生命力)を 子どもたちは感じること

ができた。それは,冬 野菜だけに限らず,そ の他の植物や動物,

さらに私たち人間も冬という季節をうまく生きるための工夫を

しているということにも広げることができると考えた。

(2)冬 野菜の絵手紙作 りと発信を通 して,文 章表現力等を

絵手紙という表現物により,冬 野菜を育てることによって得た

知的気付きなどを確かなものにしたり,手 紙を出すという行為に

より人とのかかわ りを深めたりすることができた。さらに,相 手

意識を持 って文を書 くことで,人 とのかかわ りを学んだ り,相 手

に伝える文章を書 く力を身につけたりすることができた。絵手紙

は,絵 も文も相手に伝えたいという思いがあるので,子 どもたち

は意欲的に自分から進んで取 り組むことができるというよさがあ

ると思われる。
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具体的実践
冬野菜と冬の季節感

生活科ワークブックを使って季節感を感 じる

生活科ワークブックのカー ドを貼っていったり,

やそれに対する動植物や人間の生きる知恵に気付く

みんなで話 し合ったりすることで,冬 の寒さ

ことができた。

さらに,た んぽぽの葉のカー

比べると,地 面にくっつくよう

とができた。

② 夏 野菜と比較 して冬野菜の生

冬のたんぽぽと関連づけたり

きる知恵に気付 くことができた

タンポポの はを見つけた

自分で好きなカー ドを選んで貼っていく中で,カ ー ドが分類

できることに気付き,色 分けをする児童も見られた。そして,

氷や北風など冬の寒さを表すカー ドに対 し,ス トーブや豚まん

など私たち人間が温かくなる工夫のカー ド,も ちつきなどの冬

の行事のカー ド,サ クラの冬芽やたんぽぽ,み の虫など冬をが

んばって生きている身の同りの自然のカー ドがあることに気付

いた。

ドでは,国 語のたんぽぽの勉強を思い出し,春 のたんぽぽの葉と

に広がっていることを発見し,北 風に当たらない工夫に気付くこ

きる知恵に気付く

,夏 野菜 (ポー トフォ オ)と 比べた りして,

十
丁五あ古二

母爾詩

冬野菜の特質や生

さむいから,し もがおりてきたり,

こおりがはったりするんだね。

ぶたまんもあるけど,ラ ー

メンもあったかくておいしいね。

葉が地面にくっつ

いて,風 をよけて

いるんだね。

たんぽぽの葉と大根

の葉は,上 から見ると,

よく似ているよ。大根も

北風があまり当たら

ないようにしている

のかな。

夏野菜と比べると毛 工Jアネ色(■炉巳
ヤ＼ 0こ

…・

・ 夏野菜は支柱を立てたけど,冬 野菜は支柱を立てないよ。あまり上に伸びないよ。

冷たい風に当たらないようにしているんだね。
・ 夏野菜は,花 の後に実ができたけど,冬 野菜は上の中にできるものが多いな。土

の中が温かいのかな。 (そういえば,カ エルも冬眠するよ。)
・ 夏野菜は,実 がたくさんできたけど,冬 野菜は,1つ の苗に 1つ の野菜 しかでき

ないよ。
・ 上の中にできる冬野菜は,根 っこが変身したんだよ。夏野菜は,花 の後に実がで

きたね。 (根っこは,水 や栄養を取 り入れるので,冬 野菜は栄養たっぶり。)
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( 2 )冬 野菜の絵手紙作 り

① 三 豊総合病院へ元気になる絵手紙を届けよう (絵手紙 PARTl)

=豊 総合病院には本校児童の作品を展示 してくれるスペースがある。そこにどんな作品を貼

る   の か話 し合った時,寒 い冬をがんばって生きている冬野菜の絵をかいたら,病 気の人たちも

き   っ と元気になるだろうという意見が出た。

にん じんの種は,す ごく小さいけど,

ぐんぐん伸びてくるよ。今は葉もたくさん

出ているよ。すごいな。

子どもたちが,絵 手紙で伝えたかったこ

とは,次 の3点 であった。
・冬野菜の様子や世話のこと(知的気付き)
・冬野菜の命
・病気やけがをしている人,病 院で働 く人

たちに元気になってほしいという気持ち

三豊総合病院には,春 の町探検でもお世話になったので,児 童は相

手意識をしっかり持って絵手紙作 りをすることができた。

② 地 域の人たちに向け,相 手に分かりやすい絵手紙をかこう。(絵手紙 PART11)

冬野菜の世話や観察を続ける中で,子 どもたちは新たな発見をしたり,様 々な経験をしたり

してきた。そこで,冬 野菜のことをもっといろいろな人に知らせようということになった。お

1性話になった人にお礼がしたいという子,野 菜作りをしている地域の人に自分たちの冬野菜の

ことを知らせたいという子,幼 稚園の友達に教えてあげたいという子,お 家の人にかきたいと

いう子,様 々な相手に絵手紙をかくことになった。 今 回の絵手紙をかく時のポイントは,次

の3点 であった。

冬野菜の様子や世話のこと…観察力や知的気付き

冬野菜の命や生きる知恵

手紙を出す相手に伝えたいことや適切な言葉遣い

韓

葉の形もよく

見て船こう。

病院の人に野菜
の生きる力を伝え

たいな。

冬野菜は,寒 いから上の

中にできるよ。おじさんも

風邪をひかないよう気を
つけください。

幼稚園の子にも

冬野菜のことを

教えてあげよう。
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また,2回 日の絵手紙には,様 々な学習や体験などを通 して,観 察力

が育ち,気 付きの深まりや広がりなどが見られた。

‖日

・上から見た観察カー ド, 葉 の付き方のひみつ

・にんじんの問引きによる根の観察
・ラディッシュやほうれん草をみそ汁にして

食べたこと
。寒い冬を生きる工夫 (生活科ワークブック)
・食の学習 (学活)

③ 地 域への情報発信と外部評価

絵手紙を出すことで,子どもたちの活動や学習の様子を家庭や地域に発信することができた。

子どもたちが絵手紙を出した相手は,町 探検でかかわった人たち,登 下校中にお世話になって

いる交通整理のおじさんや安全パ トロールの人たち,ま た,近 所で野菜を作っている人たちな

ど,様 々であった。その様々な人たちからのお礼や返事は,外 部評価となり,子 どもたちは満

足感を得ることができ,次 の活動への自信につながった。

裁戦粘9
体(わと力ふハヽ■ゝ■な9ネい。i・1

【執筆にかかわつた人】

指導 出 下 節 夫 (萩原小)

神原 和 代 (辻小)
・i木 省 二 (栗林小)

実践 高 木 美 穂

協力 森 糸 町 子

岡田 寛 子

(豊浜小)

(勝間小)

(高室小)

協力 片 山

前川

磯崎

久利

智子 (常磐小)

直子 (観南小)

峰子 (仁 尾/J)ヽ

知光 (附高小)

太陽の光を浴
びて,元 気に

育っているよ。

上から見ると、

葉の形がよく見え

たよ。葉脈までよ

く見てかけたよ。

冬野菜のこと,

分かってくれ

てうれしいな。

また,野 菜作り

や絵手紙作りが

したいな。

- 48 -


	Text2: 


